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「注文された商品を送る」などと
電話があり、断っても強引に健康
食品を送りつけられたという相談

が後を絶ちません。申し込んだ覚えがなく、
購入するつもりもなければ、電話を受けた時
にきっぱりと断りましょう。商品が届いても
代金を支払ってはいけません。事業者名、住所、
電話番号をメモしたうえで、「受け取り拒否」
をしましょう。自分だけで判断できない場合
は、家族などに相談することも大切です。

健康情報をお届けします。

いきいき健康術
町立病院・診療所の医師や専門職員が
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『 
お
薬
手
帳
を
使
っ
て
い
ま
す
か 

』

和知診療所　電話 0771-84-1112　

町立医療施設の敷地内は全面禁煙です。

ご理解とご協力をお願いします

気がつけばたくさんの薬が…

　医療の進歩によって、以前より病気のこと
がより詳しくわかるようになり、これまでな
かなか治療しにくかった病気もその領域の
専門の医師に診てもらうことにより診断が
付き、治療に結びつくようになることも多く
なってきています。しかし、それぞれの専門
の医師が良いと思って処方した薬も、年齢を
重ねてかかっている病気の数が多くなってし
まった人では、薬の数が増えてしまったり、
ときには違う医師が同じ効果の薬を重ねて
処方してしまっていたり…こんなことがとき
どき起きてしまいます。

年齢に応じて適正な薬の量はちがいます！

　年を重ねると、それだけで腎臓の機能や肝
臓の機能が低下します。これは病気ではなく
だれでも起きてくる現象です。
　このため、5～10年前に処方してもらった
薬の量や内容が、現在の体には合わなくなっ
ているときもあります。
　「ずっと前から飲んでいる薬だから」と安
心せず、今の自分にとって合っている薬なの
か、ちょうどいい量なのかを定期的に考える
必要があります。

お薬手帳はとても大事です！

　複数の医療機関で薬をもらっている場合
は、医師が薬の飲み合わせを考えたり、医師
が主に治療している病気以外の病気の内容
を考えたり、病気のこれまでの治療経過を
知るうえで、お薬手帳がとても重要です。
　よりよい医療を受けるためにも、もらった
検査データ、健診の結果などとともに、たと
え処方内容に変更がなくても毎回お薬手帳
のシールを貼り付けて保存し、医療機関を
受診するときには毎回持って行くようにしま
しょう。

かかりつけ医を持ちましょう！

　お薬手帳を持っていても、体全体を診て薬
の飲み合わせを考えたり、副作用のチェック
をしたりは自分では難しいです。よって、この
ようなことを継続的にしてくれる内科のかか
りつけ医を持つようにし、こまめに薬のこ
と、体調のこと、健診の結果などを伝えてお
くようにしましょう。

わ    だ         まこと

和知診療所　和田　誠　医師

新聞広告を見て健康食品を電話で
注文した。１回限りだと思っていたら、翌月
同じ商品が届き、請求書が送られてきたの
で、驚いて連絡したら、いつの間にか「定期
購入」になっていた。

１人暮らしの高齢の方から、健康食品などの商品の購入に関する被害相談が増えています。
今一度、家族やご近所にお住まいの高齢の方への注意喚起と見守りにご協力ください。

突然の電話で、注文した覚えがない
健康食品を送りつけられた。金額が約２万５
千円と高額で一度断ったが、「すでに注文し
ているので受け取ってもらわないと困る」と
怖い言い方をされて断りきれず、代金を支
払ったが納得いかない。

　定期購入をめぐるトラブルでは、『消費者が自主
的に停止手続きをしないと自動で定期購入へ切り替
わってしまう』という事例や『解約を申し出たいが
事業者へ電話がつながらない』という相談がありま
す。可能であれば、留守番電話機能やナンバーディ
スプレイなどのサービス利用もご検討ください。ま
た、ひとりで悩まず気軽に相談してください。

トラブルを防ぐために

事例２

通信販売で、広告を見て１回限り
の購入だと思って申し込んでも、
実は定期購入の契約だったという

事例があります。
　通信販売などを利用する際には、商品の特
徴や価格だけでなく、購入や返品の条件、送
られてきた商品に同封された書類などについて
もしっかり確認しましょう。

事例１

助　言

助　言

１　契約内容や解約条件を確認しましょう。
２　定期購入が条件になっていないかなど
　　契約の内容を確認しましょう。

くらしのガイド

消費生活に関する相談や
情報提供をお受けしています。
　京丹波町消費生活相談窓口
　　（電　 話）82-3803
　　（相談日）水・木曜日

南丹市の相談窓口も利用できます

　南丹市商工観光課内
　　（電　 話）68-0100
　　（相談日）火・金曜日

10月は「くらしの安心・安全の見守り月間」です！
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